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ら
ず
、
経
済
や
雇
用
の
悪
化
、
地

域
医
療
の
崩
壊
な
ど
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

お
願
い
し
、
２
期
目
に
向
け
て
の

決
意
と
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

郷土
ふ る さ と

の想いを再び
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お礼のご挨拶

1 月 30 日に開催いたしま

した「北口雄幸と語る新春の集

い」に際し、多くの皆さんのご

参加をいただき、無事終了する

ことができましたことに、心か

らお礼を申し上げます。

また、この集いのに先立ち、

記者会見を行い、２期目に向け

た決意を述べさせていただき

ました。

今度とも変わらぬご支援を

いただきますようお願いし、お

礼と致します。

士別市後援会長 小貫勝太郎

北海道議会議員 北口 雄幸

溢
れ
ん
ば
か
り
の
来
場

「
北
口
雄
幸
道
議
と
語
る
新

春
の
集
い
」
が
、
１
月
30
日
士

別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
５
０
０

名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、小
貫
会
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
挨
拶
。
そ
の
後
、
来

賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た

牧
野
勇
司
士
別
市
長
、
佐
々
木

隆
博
代
議
士
か
ら
激
励
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
仲
間

の
道
議
か
ら
祝
電
も
届
き
、
北

口
道
議
の
活
動
の
幅
広
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

２
期
目
の
決
意

道
北
歌
謡
研
究
会
か
ら
花
束

を
受
け
た
北
口
道
議
は
、「
日
本

の
政
治
が
替
わ
り
、
政
権
が
交

代
し
た
。
そ
し
て
、
士
別
で
も

牧
野
市
長
が
誕
生
し
た
。
地
方

が
元
気
に
な
る
に
は
、
基
幹
産

業
の
農
業
が
元
気
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
か
ら
米

を
モ
デ
ル
に
戸
別
所
得
補
償
が

始
ま
る
が
、
来
年
の
本
格
実
施

に
向
け
、
北
海
道
の
声
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
も
２
期
目
に
向
け

決
意
を
新
た
に
す
る
。」
と
、
農

業
振
興
と
２
期
目
に
向
け
た
決

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
鏡
開
き
で
は
、
各

界
の
代
表
及
び
市
町
村
長
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
「
今
年
１
年
の

発
展
」
を
誓
い
合
い
、
岡
田
久

俊
士
別
市
議
会
議
長
の
乾
杯
で

祝
宴
に
入
り
、
締
め
の
音
頭
は
、

て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事

長
藤
原
敏
正
氏
の
三
本
締
め
で

新
春
の
集
い
を
閉
会
し
ま
し
た
。

口雄幸道議、「新春の集い」で２期目決意！
ここ
うう
便便
りり
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北
口
道
議
、
２
期
目
の
決
意

「
元
気
な
郷
土

ふ
る
さ
と

創
造
宣
言
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
道
議
会
に
送
っ

て
い
た
だ
き
３
年
が
経
過
し
、
こ

の
間
地
域
の
課
題
や
頑
張
る
皆
さ

ん
の
不
安
や
不
満
な
ど
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
政
権
が
交
代
し
、
佐
々

木
隆
博
代
議
士
が
農
林
水
産
大
臣

政
務
官
に
就
任
す
る
な
ど
、
そ
の

環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
選
挙
区

唯
一
の
与
党
議
員
と
し
て
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
、
過
疎
化
が
止
ま

新
政
権
は
、
経
済
成
長
戦
略
の

基
本
を
「
環
境
・
健
康
・
観
光
」

と
定
め
、
こ
の
分
野
で
百
兆
円
規

模
の
需
要
を
見
込
み
、
こ
の
地
方

に
と
っ
て
も
元
気
回
復
の
原
動
力

に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
来
春
の
統
一
自
治
体
選

挙
に
あ
た
り
、
後
援
会
の
ご
推
薦

を
い
た
だ
き
、
再
び
北
海
道
議
会

議
員
と
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う

２
期
目
に
向
け
、
立
候
補
す
る
決

意
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
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平
成
22
年
第
１
回
定
例
道
議

会
は
、
２
月
23
日
か
ら
３
月
24

日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
議
会
で
は
、高
橋
道
政

任
期
最
後
の
政
策
予
算
と
な
る

22
年
度
道
予
算
を
は
じ
め
、
地

方
と
の
協
議
が
進
ま
な
い
支
庁

制
度
改
革
、
悪
化
す
る
雇
用
対

策
や
地
域
医
療
の
確
保
な
ど
、

重
要
な
課
題
が
山
積
す
る
議
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。

民
主
党
・
道
民
連
合
は
、
代

表
質
問
、
一
般
質
問
を
通
じ
て

知
事
の
政
治
姿
勢
や
当
面
す
る

道
政
課
題
な
ど
、
高
橋
知
事
を

厳
し
く
追
求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
２
兆
８
千

１
８
１
億
円
を
含
む
新
年
度
予

北
口
道
議
は
、
３
月
９
日
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
①
北
海

道
の
経
済
成
長
戦
略
に
つ
い
て
、

②
持
続
可
能
な
農
業
政
策
に
つ

い
て
、
③
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
④
女
性
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
に
つ
い
て
、
高
橋
知
事
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格

算
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
組
み

替
え
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
が

否
決
さ
れ
た
た
め
、
採
決
で
は

一
般
会
計
予
算
案
に
は
反
対
。

結
果
と
し
て
、
自
民
党
な
ど
の

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
に
向
け
た
北
海
道
と
し
て

の
提
案
で
は
、「
今
年
４
月
か
ら

主
要
な
畑
作
地
帯
の
JA
を
通
じ

て
農
家
の
経
営
状
況
の
調
査
を

行
い
、
適
切
な
時
期
に
国
に
提

案
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
な

さ
れ
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
で
は
、

「
国
の
機
関
や
JA
な
ど
幅
広
い

団
体
と
連
携
し
、
協
議
会
を
設

置
し
、
被
害
防
止
に
取
り
組
む
」

と
の
答
え
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

助
産
師
の
地
方
枠
新
設

ま
た
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
で
は
、
小
規
模
自
治
体
病
院

等
へ
実
務
経
験
豊
か
な
看
護
職

員
を
配
置
し
、
看
護
管
理
や
看

護
内
容
を
改
善
す
る
仕
組
み
を

支
援
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作

り
に
着
手
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
助
産
師
の
確
保
で
は
、

地
方
か
ら
の
推
薦
入
学
制
度
の

新
設
を
検
討
す
る
答
弁
を
得
ま

し
た
。

幌
加
内
が
上
川
に
編
入

今
議
会
で
の
議
論
の
争
点
と

な
っ
た
支
庁
改
革
に
伴
い
、
４

月
１
日
か
ら
、
14
支
庁
が
９
つ

の
総
合
振
興
局
と
５
つ
の
振
興

局
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

上
川
支
庁
は
、
上
川
総
合
振

興
局
と
な
り
、
新
た
に
幌
加
内

町
が
上
川
に
編
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書

★
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
等
を

求
め
る
意
見
書
★
教
育
予
算
の
大

幅
な
拡
充
及
び
高
校
教
育
の
無
償

化
を
求
め
る
意
見
書
◆
雇
用
対
策

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
◆
若
者

の
雇
用
創
出
と
新
卒
者
支
援
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
◆
児
童
虐
待

を
防
止
す
る
た
め
の
親
権
制
限
を

求
め
る
意
見
書
◆
学
校
耐
震
化
促

進
を
求
め
る
意
見
書
◆
医
療
的
ケ

ア
の
必
要
な
子
ど
も
の
就
学
に
係

る
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
を
求
め

る
意
見
書
◆
持
続
的
な
農
業
・
水

産
業
政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見

書
◆
座
礁
船
舶
や
漂
着
船
舶
の
処

理
等
に
係
る
制
度
の
早
期
確
立
を

求
め
る
意
見
書
●
北
海
道
農
業
の

発
展
に
必
要
な
生
産
基
盤
整
備
等

に
関
す
る
意
見
書
●
介
護
福
祉
士

等
修
学
資
金
貸
付
制
度
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
●
独
立
行
政
法
人

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
が
設
置
す

る
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
機

能
存
続
に
関
す
る
意
見
書
▼
北
海

道
教
育
へ
の
信
頼
を
回
復
し
正
常

化
を
求
め
る
決
議
▼
鳩
山
由
紀
夫

衆
議
院
議
員
並
び
に
小
沢
一
郎
衆

議
院
議
員
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
に

か
か
わ
る
問
題
の
全
容
解
明
と
説

明
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
決

議
▼
小
林
千
代
美
衆
議
院
議
員
の

議
員
辞
職
を
求
め
る
決
議
▼
石
川

知
裕
衆
議
院
議
員
の
議
員
辞
職
を

求
め
る
決
議
▼
鳩
山
由
紀
夫
衆
議

院
議
員
の
偽
装
献
金
に
よ
る
所
得

税
控
除
問
題
の
真
相
解
明
を
求
め

る
意
見
書
▼
政
治
資
金
規
正
法
の

制
裁
強
化
を
求
め
る
意
見
書
▼
教

育
再
生
・
教
育
の
正
常
化
の
徹
底

を
求
め
る
意
見
書
▼
教
育
公
務
員

特
例
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る
意

見
書
▼
職
員
団
体
等
の
政
治
活
動

に
関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見

書
▼
新
成
長
戦
略
に
関
す
る
早
期

の
工
程
表
の
作
成
及
び
今
後
政
策

を
推
進
す
る
上
で
の
財
政
展
望
の

明
示
を
求
め
る
意
見
書
▼
漢
方
薬

の
保
険
適
用
除
外
に
対
す
る
意
見

書
▼
中
国
向
け
輸
出
水
産
食
品
の

衛
生
証
明
書
発
行
制
度
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書

★
印
は
、
民
主
会
派
が
提
案
、

自
民
会
派
は
反
対
し
た
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

▼
印
は
、
自
民
会
派
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
の
、
民
主
会
派
は
反

対
し
た
が
、
可
決
さ
れ
た
。

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
23
日
～
３
月
24
日
）

北
口
道
議
、一
般
質
問
で

農
業
と

子
育
て
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保
を

質
問

一
般
質
問
で
農
業
政
策
な
ど
を
質
問
す
る
北
口
道
議
（
３
月
９
日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（１
月
～
３
月
）

元旦祭にて牧野市長、佐々木代議士と（1/1）

「ふるさとの集い in 名寄」で締めの音頭（1/24）

和寒町長選挙で伊藤昭宣氏の第一声（1/12）

参議候補予定者「藤川雅司氏」とツーショット（3/7）

農水省のデイリーサポート士別視察に同行（2/8）

地域再生のモデル鹿児島県「やねだん」を視察（2/17）

参議候補予定者「徳永エリ氏」と記念撮影（3/17） お世話になった谷口春三さんの退職送る会（2/25）

↑
道
議
会
「
国
際
交
流
の
集
い
」

で
サ
ー
プ
リ
ン
在
札
幌
ロ
シ

ア
総
領
事
と
（
３
／
10
）

↓
吹
雪
で
の
「
上
川
天
幕
～
浮
島

Ｉ
Ｃ
間
」
開
通
式
（
３
／
28
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
２
日
【
新
春
街
宣
】
▼
今

日
の
街
宣
行
動
は
、
佐
々
木
代

議
士
が
道
議
や
市
議
会
議
員
な

ど
、
民
主
党
関
係
議
員
と
旭
川

市
内
で
の
街
宣
活
動
を
終
わ
っ

て
か
ら
、
私
は
和
寒
町
で
佐
々

木
代
議
士
を
お
待
ち
し
、
和
寒

町
、
剣
淵
町
、
士
別
市
内
で
３

ヶ
所
の
合
計
５
ヶ
所
で
行
っ
た

▼
冒
頭
、
私
か
ら
昨
年
の
総
選

挙
や
士
別
市
長
選
挙
で
の
ご
支

援
に
対
す
る
お
礼
を
お
話
し
し
、

佐
々
木
代
議
士
か
ら
農
林
水
産

大
臣
政
務
官
と
し
て
の
活
動
内

容
や
今
後
の
取
り
組
む
決
意
な

ど
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
私
か
ら
、
今
年
７
月
に

行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
や

４
月
に
執
行
さ
れ
る
士
別
市
議

会
議
員
選
挙
へ
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
、
年
頭
街
宣
を
終
わ
ら

せ
て
も
ら
っ
た
。
寒
い
中
、
わ

ざ
わ
ざ
聞
き
入
っ
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

◆
１
月
15
日
【
牧
野
市
長
と
要

請
行
動
】▼
農
業
基
盤
整
備
事
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
士
別
市

長
と
と
も
に
民
主
党
北
海
道
及

び
開
発
局
に
要
請
を
行
っ
て
き

た
▼
土
地
改
良
事
業
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
今
年
か
ら
士
別
市

上
士
別
町
に
て
行
わ
れ
る
農
地

再
編
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
を
強
く
訴
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
牧
野
勇
司
士
別
市

長
と
民
主
党
北
海
道
に
出
向
き

要
請
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
対

応
い
た
だ
い
た
松
井
企
画
局
長

は
「
地
域
の
意
向
を
し
っ
か
り

中
央
に
届
け
る
」
と
の
約
束
を

さ
れ
、
そ
の
後
開
発
局
に
も
同

様
の
要
請
行
動
を
行
っ
て
き
た
。

◆
２
月
15
日
【
北
海
道
農
連
定

期
総
会
】
▼
北
海
道
農
民
連
盟

（
山
田
富
士
雄
委
員
長
）
の
第

37
回
定
期
総
会
が
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
冒
頭
、

山
田
委
員
長
が
ご
挨
拶
に
立
ち

「
昨
年
は
、
冷
湿
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
１
年
だ
っ
た
。
一

方
で
、
政
権
交
代
を
果
た
し
、

農
民
連
盟
が
訴
え
て
い
た
真
の

農
政
改
革
に
向
け
た
第
一
歩
を

記
し
た
年
で
も
あ
る
。
新
年
度

か
ら
、
米
を
モ
デ
ル
に
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
始
ま
る
が
、
23

年
度
か
ら
の
本
格
実
施
の
制
度

設
計
に
向
け
、
し
っ
か
り
意
見

を
述
べ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
他
の

団
体
と
連
携
し
、
こ
の
18
日
に

も
国
へ
要
請
し
て
い
く
。
持
続

可
能
な
農
業
政
策
を
め
ざ
し
て

頑
張
ろ
う
」
と
お
話
し
さ
れ
、

引
き
続
き
高
橋
知
事
、
佐
々
木

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
な
ど
の

来
賓
挨
拶
が
あ
り
、
私
も
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。

◆
３
月
21
日
【
全
党
員
集
会
】

▼
私
が
代
表
を
務
め
る
民
主
党

士
別
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
の
全
党

員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
集
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
集
会
で
は
、
今
日

ま
で
の
市
議
選
の
選
考
経
過
や

今
後
の
闘
い
の
進
め
方
に
つ
い

て
意
思
統
一
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

民
主
党
公
認
２
名
と
推
薦
３
名

の
完
全
勝
利
の
た
め
、
全
党

員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
火
の
玉
に

な
っ
て
戦
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

▼
公
認
候
補
＝
出
合
孝
司
氏
、

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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松
ケ
平
哲
幸
氏
。
推
薦
候
補
＝

山
居
忠
彰
氏
、
伊
藤
隆
雄
氏
、

十
河
剛
志
氏
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
今
年
は
雪
が
多
く
、
雪
解
け
が

遅
く
な
り
そ
う
だ
。
長
老
に
お
話

し
を
聞
い
て
も
、
こ
ん
な
年
は
珍

し
い
ら
し
い
▼
先
日
、
支
庁
制
度

改
革
に
伴
い
、
空
知
か
ら
上
川
へ

編
入
さ
れ
る
幌
加
内
町
を
訪
れ
、

森
谷
廣
町
長
と
意
見
交
換
し
た
。

幌
加
内
町
は
と
に
か
く
雪
が
多

い
。
３
月
末
で
の
降
雪
量
は
約

20
ｍ
だ
と
い
う
。
参
考
ま
で
に

私
の
住
む
士
別
は
８
ｍ
を
超
え

た
程
度
で
こ
れ
で
も
多
い
方
だ
。

実
に
幌
加
内
は
士
別
の
２
倍
以

上
だ
▼
厳
し
い
地
域
に
住
む
幌

加
内
町
民
の
逞
し
さ
を
感
じ
る
。

地
域
の
元
気
を
取
り
戻
す
に
は
、

そ
ん
な
逞
し
さ
に
ヒ
ン
ト
が
あ

る
の
か
し
れ
な
い
。（
ゆ
う
こ
う
）

士別市議選で必勝を誓う全党員集会


